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３月定例会の各常任委員会会議録は６月上旬に筑紫野市議会ホームページにて公開予定です。

　コロナ禍で傍聴も少し制限があることから、少しで 
も多くの情報をお伝えしたいと、文字数が少し増えて 
きていました。読みにくいかなと心配していましたが 
委員会情報が詳しくなってきましたね…と市民の方か
ら感想を頂いてホッとしています。議事録のQRコード
をつけるなど、さらに情報量を増やせるよう工夫しよう
と思っています。次号は新メンバーで！　お楽しみに。
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森林ボランティアに参加しました。

角杯型土器…8ページ解説

　３月５日（日曜日）平等寺の野鳥の森で、「ちくし
の森林ボランティアの会」によるボランティア活動が
行われ、クヌギの木約600本を植樹しました。
　筑紫野市では、水を育む森林の大切さを幅広く知っ
てもらうことを目的として、平成14年度から、ちくし
の森林ボランティアの会を発足し、市有林の下草刈り、
伐採、枝打ちなどの手入れを行う活動をしています。
　当日は素晴らしい天気で、春を感じる暖かな植樹日
和となり皆さんと楽しく活動ができました。

かくは い

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。

筑紫野市議会

　角杯とは、西アジアや北アジアの遊牧民が使用した獣角で作られていた飲用の杯に起源を持
っているもので、それを模して陶器や青銅器・銀器などで作られるようになりました。
　日本における角杯の出土例は、九州北部から山陰・山陽・近畿・東海・北陸にかけてみられ
ますが、とても希少なものであり、朝鮮半島の影響を受けた文化や儀礼が筑紫野にも伝わって
いたことを示しています。
　写真の角杯は、隈・西小田地区遺跡群（現在の光が丘付近）から出土したもので、須恵器
で作られた古墳時代のものです。



総務市民常任委員会文教福祉常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

全員一致

可決

ま
と
め

基
金
積
立
と
小
中
学
校
教
育
活
動

　
　
　
　
　
体
制
整
備
に
係
る
補
正

　　　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
15
億

９
０
１
４
万
１
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
３
８
８
億 

７
７
７
６
万
７
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
置
き

去
り
防
止
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
安
全
装

置
が
導
入
さ
れ
る
の
か
。

国
が
示
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に

適
合
す
る
装
置
を
導
入
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

具
体
的
に
は
、
国
が
公
表

し
て
い
る
安
全
装
置
の
リ

ス
ト
か
ら
、
園
が
選
定
し

て
い
く
こ

と
に
な
る
。

概
要

令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　補
正
予
算（
第
10
号
）

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

全員一致

可決

１
７
０
億
９
５
０
０
万
円
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暫
定
予
算

　　　
令
和
５
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
統
一
地
方
選
挙

を
控
え
て
い
る
た
め
、
暫

定
予
算
と
し
て
お
り
、
基

本
的
に
４
月
か
ら
７
月
ま

で
の
４
ヶ
月
間
に
必
要
な

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
生
活
の
安
全
安
心

に
関
わ
る
も
の
、
早
期
の

対
応
が
必
要
な
も
の
な
ど

は
年
間
所
要
額
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
本
件
の
主
な
内
容
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運

行
事
業
、
地
域
公
共
交
通

計
画
策
定
事
業
、
筑
紫
野

市
総
合
計
画
策
定
事
業
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
、
産
後

ケ
ア
事
業
な
ど
で
あ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
１
７
０
億
９
５

０
０
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。
今
回
の
暫
定
予
算
は
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較

す
る
と
約
52
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

公
共
施
設
の
電

気
料
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
計
上
し
て
い

る
の
か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
が
高
騰
し
て

お
り
、
前
年
比
で
約
１
億

５
０
０
０
万
円
増
額
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
が
、

暫
定
予
算
に
は
、
７
月
ま

で
の
支
出
見
込
額
を
計
上

し
て
い
る
。

概
要

令
和
５
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
暫
定
予
算

執
行
部

議
員

福
祉
避
難
所
は…

　
災
害
時
、
障
が
い
を
持

っ
て
い
る
方
、
介
護
が
必

要
な
方
に
と
っ
て
、
ど
こ

に
、
ど
う
避
難
す
る
か
は

大
き
な
問
題
で
あ
る
。
災

害
時
に
設
置
さ
れ
る
「
福

祉
避
難
所
」
に
関
し
周
知

と
運
営
の
現
状
を
把
握
す

る
た
め
。

　
福
祉
避
難
所
は
避
難
情

報
の
発
令
に
伴
い
開
設
す

る
。
現
在
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ

と
協
定
締
結
に
よ
る
指
定

避
難
所
（
市
の
要
請
に
基

づ
き
開
設
し
て
頂
く
）
と

し
て
、
福
岡
高
等
視
覚
特

別
支
援
学
校
と
、
福
岡
視

覚
特
別
支
援
学
校
が
あ
り
、

テ
ン
ト
や
ベ
ッ
ド
、
仕
切

り
、
車
い
す
、
バ
ッ
テ
リ

ー
等
を
必
要
機
材
と
し
て

備
蓄
し
て
い
る
。

カ
ミ
ー
リ
ヤ
で

対
応
で
き
る
人

数
、
福
祉
避
難
所
と
し
て

の
周
知
方
法
は
。

感
染
症
対
策
に

よ
り
、
現
時
点

で
１
０
１
人
の
収
容
が
可

能
。
出
前
講
座
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
も
記

載
し
て
い
る
。

福
祉
避
難
所
と

し
て
の
対
応
、

運
営
方
法
の
訓
練
は
し
て

い
る
の
か
。福

祉
避
難
所
に

限
定
し
た
訓
練

は
し
て
い
な
い
。
介
護
が

必
要
な
方
、
障
が
い
を
持

っ
て
い
る
方
な
ど
、
必
要

で
あ
れ
ば
専
門
家
の
派
遣

を
要
請
す
る
。

福
祉
避
難
所
の

利
用
対
象
の
方
、

要
援
護
者
支
援
制
度
に
登

録
し
て
い
る
方
、
支
援
者

等
に
特
化
し
て
周
知
し
て

き
た
か
。

今
後
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
の

機
能
、
位
置
づ
け
、
場
所

等
に
つ
い
て
の
周
知
を
拡

充
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

カ
ミ
ー
リ
ヤ
（
福
祉
避
難

所
）
利
用
に
つ
い
て
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
と
良
い
。

検
討
事
項
の
実
行
は
計
画

化
し
報
告
を
頂
き
た
い
。

調
査
の
目
的

危
機
管
理
課
の
説
明

所
管
事
務
調
査

全員一致

可決

概
要

令
和
５
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

　

新
生
児
聴
覚
検
査
の

費
用
を
助
成

　
赤
ち
ゃ
ん
の
先
天
性
異

常
（
聴
覚
異
常
）
を
早
期

に
発
見
し
、
早
期
の
療
育

開
始
に
つ
な
げ
、
そ
の
後

の
音
声
言
語
発
達
等
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
し
ま
す
。

所
管
事
務
報
告

概
要

産
後
ケ
ア
事
業

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
）

　
出
産
後
の
母
親
の
身
体

的
回
復
と
心
理
的
安
定
を

促
進
し
、
母
親
を
含
む
養

育
者
が
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力

を
育
み
、
親
子
の
愛
着
形

成
を
促
し
、
そ
の
家
庭
で

健
や
か
な
育
児
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

概
要

送
迎
用
バ
ス
に

安
全
装
置
を
導
入

　
子
ど
も
の
安
心
・
安
全

対
策
支
援
事
業
と
し
て
、

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園

の
送
迎
バ
ス
へ
の
置
き
去

り
を
防
止
す
る
安
全
装
置

の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

概
要

通
学
バ
ス
に

安
全
装
置
を
導
入

　
阿
志
岐
小
学
校
へ
の
通

学
バ
ス
と
し
て
運
行
し
て

い
る
天
山
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
安
全
装
置
を
装
備
し
ま

す
。 概

要

歳入
72億4033万
3千円

歳出
72億4033万
3千円

保険給付費
65億7585万4千円

91％

その他
505万3千円
1％

地域支援事業費
4億8534万6千円

6％

総務費
1億7408万円

2％

その他
950万3千円
1％繰入金

11億4990万5千円
16％ 介護保険料

17億4747万6千円
24％

支払基金交付金
18億6179万8千円

25％国庫支出金
14億4803万9千円

20％

県支出金
10億2361万2千円

14％

主な歳出補正の予算額 ※万円単位

事業名 事業概要 予算額

保育所や認定こども園の送
迎用バスへの置き去りを防
止する安全装置の導入支援

天山スクールバスに置き去り
を防止する安全装置を設置

新型コロナウイルスの感染
拡大を抑制するために必要
な消毒液や石けんなどの物
品を購入

基金積立事業

子どもの安心・
安全対策支援事業

児童生徒通学支援
事業

感染症流行下におけ
る小学校教育活動体
制整備事業

感染症流行下におけ
る中学校教育活動体
制整備事業

11億5905万円

9億2831万円

122万円

15万円

960万円

540万円

財源不足に備えるため財政
調整基金へ
公共施設等整備基金へ

暫定予算とは？
通常、予算は年間予算として編成し
ますが、本予算が成立するまでの一
定期間（4月～7月）の予算を暫定的
に計上するものです。

執
行
部

議
員

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

　　
歳
入
歳
出
合
計
は
、
72

億
４
０
３
３
万
３
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
２
億
２
１
６

０
万
１
千
円
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
訳
は
、

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

と
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
介
護
保
険
料
（
支
払
基

金
交
付
金
）
が
約
50
％
で
、

残
り
の
約
50
％
が
国
・

県
・
市
の
公
費
に
よ
っ
て

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
訳
は
、

保
険
給
付
費
が
約
91
％
で
、

高
齢
者
人
口
、
介
護
認
定

者
と
と
も
に
年
々
増
加
傾

向
で
す
。

介
護
給
付
費
準

備
基
金
積
立
金

の
４
万
円
は
少
額
で
は
。

こ
の
基
金
の
活
用
と
積
立

残
高
は
。

こ
の
基
金
を
運

用
し
た
場
合
の

利
益
や
預
金
の
利
子
な
ど

を
想
定
し
、
４
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

　
現
在
、
基
金
を
一
部
取

り
崩
す
こ
と
で
保
険
料
を

減
額
し
て
お
り
、
次
期
計

画
に
お
い
て
も
同
様
に
検

討
す
る
。
基
金
は
約
５
億

２
０
０
０
万
円
あ
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

安全装置（イメージ）

安全装置の作動イメージ
運転手がエンジンを切る

バス車両後方のブザーが鳴る

運転手が置き去りしていないか
確認しながらブザーを消す

対象施設

補助内容

補助額

設置する時期

補助割合

私立保育所、認定こども園

送迎用バスへの置き去り防止のための
ブザー設置等に必要な経費

１台につき175,000円（補助基準額）

できるだけ早い設置を目指す

国１０/１０

事業開始
対　象

提供者

提供概要

周　知
利用者負担

令和5年4月1日
①出産後１年を経過しない母子で、産後の心身の回復や育児への不安等が
あり、支援を必要とするもの　②里親を含む養育者も対象とする
福岡県助産師会に所属する助産師
家庭訪問により、次のサービスを提供する（１回の出産につき、２回を限度）
〇身体的ケア及び保健指導、栄養指導　〇乳房ケアを含む、授乳に関するケア
〇心理的ケア　〇育児の手枝について具体的な指導及び相談

①母子健康手帳交付面談時に個別周知　②乳児健診案内（個別通知）にチラシを
同封し周知　③産科医療機関等へ周知　④ホームページ、ＳＮＳ、広報ちくしの

①市民税課税世帯　１０００円／回　②市民税非課税世帯　０円／回

事業開始
内　容

対象検査

周　知

対　象

検査種別
（上限金額）

令和5年4月1日
出産した病院等で行われる「新生児聴覚検査」受検費用を助成する
初回検査および初回検査で要再検となった場合の確認検査までを対象とする
※確認検査で要再検となった場合の精密検査は対象外（医療保険対応）
①自動聴性脳幹反応（ＡＢＲもしくはＡＡＢＲ）の場合、５０００円
②耳音響反射（ＯＡＥ）の場合、３０００円

①母子健康手帳交付時に個別に助成券を配布しながら周知
②産科医療機関等へ周知③ホームページ、ＳＮＳ等で広く一般に周知

生後０日から生後９０日までの新生児および乳児　９６０名

3 2議会だより筑紫野 筑紫野令和５年５月１日 200号　議会だより



総務市民常任委員会文教福祉常任委員会

委
員
会
で
の
質
疑

全員一致

可決

ま
と
め

基
金
積
立
と
小
中
学
校
教
育
活
動

　
　
　
　
　
体
制
整
備
に
係
る
補
正

　　　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
15
億

９
０
１
４
万
１
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
３
８
８
億 

７
７
７
６
万
７
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
置
き

去
り
防
止
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
安
全
装

置
が
導
入
さ
れ
る
の
か
。

国
が
示
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に

適
合
す
る
装
置
を
導
入
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

具
体
的
に
は
、
国
が
公
表

し
て
い
る
安
全
装
置
の
リ

ス
ト
か
ら
、
園
が
選
定
し

て
い
く
こ

と
に
な
る
。

概
要

令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　補
正
予
算（
第
10
号
）

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

全員一致

可決

１
７
０
億
９
５
０
０
万
円
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暫
定
予
算

　　　
令
和
５
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
統
一
地
方
選
挙

を
控
え
て
い
る
た
め
、
暫

定
予
算
と
し
て
お
り
、
基

本
的
に
４
月
か
ら
７
月
ま

で
の
４
ヶ
月
間
に
必
要
な

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
生
活
の
安
全
安
心

に
関
わ
る
も
の
、
早
期
の

対
応
が
必
要
な
も
の
な
ど

は
年
間
所
要
額
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
本
件
の
主
な
内
容
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運

行
事
業
、
地
域
公
共
交
通

計
画
策
定
事
業
、
筑
紫
野

市
総
合
計
画
策
定
事
業
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
、
産
後

ケ
ア
事
業
な
ど
で
あ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
１
７
０
億
９
５

０
０
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。
今
回
の
暫
定
予
算
は
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較

す
る
と
約
52
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

公
共
施
設
の
電

気
料
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
計
上
し
て
い

る
の
か
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
が
高
騰
し
て

お
り
、
前
年
比
で
約
１
億

５
０
０
０
万
円
増
額
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
が
、

暫
定
予
算
に
は
、
７
月
ま

で
の
支
出
見
込
額
を
計
上

し
て
い
る
。

概
要

令
和
５
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
暫
定
予
算

執
行
部

議
員

福
祉
避
難
所
は…

　
災
害
時
、
障
が
い
を
持

っ
て
い
る
方
、
介
護
が
必

要
な
方
に
と
っ
て
、
ど
こ

に
、
ど
う
避
難
す
る
か
は

大
き
な
問
題
で
あ
る
。
災

害
時
に
設
置
さ
れ
る
「
福

祉
避
難
所
」
に
関
し
周
知

と
運
営
の
現
状
を
把
握
す

る
た
め
。

　
福
祉
避
難
所
は
避
難
情

報
の
発
令
に
伴
い
開
設
す

る
。
現
在
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ

と
協
定
締
結
に
よ
る
指
定

避
難
所
（
市
の
要
請
に
基

づ
き
開
設
し
て
頂
く
）
と

し
て
、
福
岡
高
等
視
覚
特

別
支
援
学
校
と
、
福
岡
視

覚
特
別
支
援
学
校
が
あ
り
、

テ
ン
ト
や
ベ
ッ
ド
、
仕
切

り
、
車
い
す
、
バ
ッ
テ
リ

ー
等
を
必
要
機
材
と
し
て

備
蓄
し
て
い
る
。

カ
ミ
ー
リ
ヤ
で

対
応
で
き
る
人

数
、
福
祉
避
難
所
と
し
て

の
周
知
方
法
は
。

感
染
症
対
策
に

よ
り
、
現
時
点

で
１
０
１
人
の
収
容
が
可

能
。
出
前
講
座
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
も
記

載
し
て
い
る
。

福
祉
避
難
所
と

し
て
の
対
応
、

運
営
方
法
の
訓
練
は
し
て

い
る
の
か
。福

祉
避
難
所
に

限
定
し
た
訓
練

は
し
て
い
な
い
。
介
護
が

必
要
な
方
、
障
が
い
を
持

っ
て
い
る
方
な
ど
、
必
要

で
あ
れ
ば
専
門
家
の
派
遣

を
要
請
す
る
。

福
祉
避
難
所
の

利
用
対
象
の
方
、

要
援
護
者
支
援
制
度
に
登

録
し
て
い
る
方
、
支
援
者

等
に
特
化
し
て
周
知
し
て

き
た
か
。

今
後
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
の

機
能
、
位
置
づ
け
、
場
所

等
に
つ
い
て
の
周
知
を
拡

充
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

カ
ミ
ー
リ
ヤ
（
福
祉
避
難

所
）
利
用
に
つ
い
て
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
と
良
い
。

検
討
事
項
の
実
行
は
計
画

化
し
報
告
を
頂
き
た
い
。

調
査
の
目
的

危
機
管
理
課
の
説
明

所
管
事
務
調
査

全員一致

可決

概
要

令
和
５
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

　

新
生
児
聴
覚
検
査
の

費
用
を
助
成

　
赤
ち
ゃ
ん
の
先
天
性
異

常
（
聴
覚
異
常
）
を
早
期

に
発
見
し
、
早
期
の
療
育

開
始
に
つ
な
げ
、
そ
の
後

の
音
声
言
語
発
達
等
へ
の

影
響
を
最
小
限
に
し
ま
す
。

所
管
事
務
報
告

概
要

産
後
ケ
ア
事
業

（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
）

　
出
産
後
の
母
親
の
身
体

的
回
復
と
心
理
的
安
定
を

促
進
し
、
母
親
を
含
む
養

育
者
が
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力

を
育
み
、
親
子
の
愛
着
形

成
を
促
し
、
そ
の
家
庭
で

健
や
か
な
育
児
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

概
要

送
迎
用
バ
ス
に

安
全
装
置
を
導
入

　
子
ど
も
の
安
心
・
安
全

対
策
支
援
事
業
と
し
て
、

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園

の
送
迎
バ
ス
へ
の
置
き
去

り
を
防
止
す
る
安
全
装
置

の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

概
要

通
学
バ
ス
に

安
全
装
置
を
導
入

　
阿
志
岐
小
学
校
へ
の
通

学
バ
ス
と
し
て
運
行
し
て

い
る
天
山
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
安
全
装
置
を
装
備
し
ま

す
。 概

要

歳入
72億4033万
3千円

歳出
72億4033万
3千円

保険給付費
65億7585万4千円

91％

その他
505万3千円
1％

地域支援事業費
4億8534万6千円

6％

総務費
1億7408万円

2％

その他
950万3千円
1％繰入金

11億4990万5千円
16％ 介護保険料

17億4747万6千円
24％

支払基金交付金
18億6179万8千円

25％国庫支出金
14億4803万9千円

20％

県支出金
10億2361万2千円

14％

主な歳出補正の予算額 ※万円単位

事業名 事業概要 予算額

保育所や認定こども園の送
迎用バスへの置き去りを防
止する安全装置の導入支援

天山スクールバスに置き去り
を防止する安全装置を設置

新型コロナウイルスの感染
拡大を抑制するために必要
な消毒液や石けんなどの物
品を購入

基金積立事業

子どもの安心・
安全対策支援事業

児童生徒通学支援
事業

感染症流行下におけ
る小学校教育活動体
制整備事業

感染症流行下におけ
る中学校教育活動体
制整備事業

11億5905万円

9億2831万円

122万円

15万円

960万円

540万円

財源不足に備えるため財政
調整基金へ
公共施設等整備基金へ

暫定予算とは？
通常、予算は年間予算として編成し
ますが、本予算が成立するまでの一
定期間（4月～7月）の予算を暫定的
に計上するものです。

執
行
部

議
員

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

　　
歳
入
歳
出
合
計
は
、
72

億
４
０
３
３
万
３
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
２
億
２
１
６

０
万
１
千
円
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
訳
は
、

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

と
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
介
護
保
険
料
（
支
払
基

金
交
付
金
）
が
約
50
％
で
、

残
り
の
約
50
％
が
国
・

県
・
市
の
公
費
に
よ
っ
て

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
訳
は
、

保
険
給
付
費
が
約
91
％
で
、

高
齢
者
人
口
、
介
護
認
定

者
と
と
も
に
年
々
増
加
傾

向
で
す
。

介
護
給
付
費
準

備
基
金
積
立
金

の
４
万
円
は
少
額
で
は
。

こ
の
基
金
の
活
用
と
積
立

残
高
は
。

こ
の
基
金
を
運

用
し
た
場
合
の

利
益
や
預
金
の
利
子
な
ど

を
想
定
し
、
４
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

　
現
在
、
基
金
を
一
部
取

り
崩
す
こ
と
で
保
険
料
を

減
額
し
て
お
り
、
次
期
計

画
に
お
い
て
も
同
様
に
検

討
す
る
。
基
金
は
約
５
億

２
０
０
０
万
円
あ
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

安全装置（イメージ）

安全装置の作動イメージ
運転手がエンジンを切る

バス車両後方のブザーが鳴る

運転手が置き去りしていないか
確認しながらブザーを消す

対象施設

補助内容

補助額

設置する時期

補助割合

私立保育所、認定こども園

送迎用バスへの置き去り防止のための
ブザー設置等に必要な経費

１台につき175,000円（補助基準額）

できるだけ早い設置を目指す

国１０/１０

事業開始
対　象

提供者

提供概要

周　知
利用者負担

令和5年4月1日
①出産後１年を経過しない母子で、産後の心身の回復や育児への不安等が
あり、支援を必要とするもの　②里親を含む養育者も対象とする
福岡県助産師会に所属する助産師
家庭訪問により、次のサービスを提供する（１回の出産につき、２回を限度）
〇身体的ケア及び保健指導、栄養指導　〇乳房ケアを含む、授乳に関するケア
〇心理的ケア　〇育児の手枝について具体的な指導及び相談

①母子健康手帳交付面談時に個別周知　②乳児健診案内（個別通知）にチラシを
同封し周知　③産科医療機関等へ周知　④ホームページ、ＳＮＳ、広報ちくしの

①市民税課税世帯　１０００円／回　②市民税非課税世帯　０円／回

事業開始
内　容

対象検査

周　知

対　象

検査種別
（上限金額）

令和5年4月1日
出産した病院等で行われる「新生児聴覚検査」受検費用を助成する
初回検査および初回検査で要再検となった場合の確認検査までを対象とする
※確認検査で要再検となった場合の精密検査は対象外（医療保険対応）
①自動聴性脳幹反応（ＡＢＲもしくはＡＡＢＲ）の場合、５０００円
②耳音響反射（ＯＡＥ）の場合、３０００円

①母子健康手帳交付時に個別に助成券を配布しながら周知
②産科医療機関等へ周知③ホームページ、ＳＮＳ等で広く一般に周知

生後０日から生後９０日までの新生児および乳児　９６０名
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全員一致

可決

※文部科学省及び気象庁「日本の気候変動2020」より引用

建設環境常任委員会

水質調査箇所図

経
緯

概
要

令
和
５
年
度
筑
紫
野
市
上
下
水
道
事
業
会
計
予
算

水
質
調
査
等
の
結
果
に
つ
い
て
（
平
等
寺
地
区
）

令
和
５
年
度
の
利
用
者
数
と
収
支
の
見
通
し

所
管
事
務
報
告

　
平
等
寺
地
区
に
あ
る

「
㈱
産
興
」
の
産
業
廃
棄

物
処
分
場
で
平
成
11
年
10

月
、
硫
化
水
素
ガ
ス
が
発

生
し
、
作
業
員
三
人
の
死

亡
事
故
が
発
生
し
た
。
事

故
発
生
後
、
市
議
会
は
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
福

岡
県
に
対
し
要
望
活
動
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。
現
在

は
、
常
任
委
員
会
で
、
受

託
廃
棄
物
の
搬
出
状
況
や

周
辺
の
水
質
に
つ
い
て
、

市
民
の
安
全
を
第
一
に
調

査
や
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
市
の
水
質
調
査
で
は
、

地
図
①
で
、
全
マ
ン
ガ
ン

及
び
ウ
ラ
ン
が
令
和
４
年

12
月
に
お
い
て
、
要
監
視

項
目
の
指
針
値
を
超
え
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
マ
ン
ガ
ン
は
土

壌
中
に
多
く
含
ま
れ
、
処

分
場
の
内
部
が
嫌
気
的

（
酸
素
が
少
な
い
）
で
あ

る
な
ど
の
条
件
に
よ
り
、

浸
透
水
か
ら
検
出
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
１
月
か
ら
12

月
ま
で
の
１
年
間
に
お
け

る
受
託
廃
棄
物
の
搬
出
状

況
は
、
混
合
廃
棄
物
は
１

１
２
１
ト
ン
で
あ
り
、
廃

石
膏
、
廃
油
、
汚
泥
残
量

に
動
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

残
量
は
、
令
和
４
年
12
月

現
在
で
、
廃
塗
料
約
30
ト

ン
、
混
合
廃
棄
物
約
３
０

０
ト
ン
、
汚
泥
約
４
５
０

ト
ン
、
廃
石
膏
約
50
ト
ン
、

合
計
約
８
３
０
ト
ン
で
す
。

概
要

　
令
和
５
年
度
水
道
事
業

の
業
務
活
動
に
関
す
る
収

入
予
定
額
は
20
億
９
７
５

４
万
円
、
支
出
予
定
額
は

19
億
４
４
６
１
万
円
。
税

込
み
１
億
５
３
０
０
万
円

の
黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
令
和
５
年
度
下
水
道
事

業
の
業
務
活
動
に
関
す
る

収
入
予
定
額
は
、
23
億
２

５
１
１
万
円
、
支
出
予
定

額
は
21
億
３
６
５
１
万
円
、

税
込
み
の
収
支
差
引
き
で

１
億
８
８
５
９
万
円
の
黒

字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

給
水
人
口
８
０

０
人
増
に
対
す

る
、
巣
籠
り
に
よ
る
収
入

減
の
見
込
み
を
具
体
的
に

伺
い
た
い
。コ

ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
る
巣
籠

り
現
象
以
前
の
令
和
元
年

度
は
給
水
収
益
が
約
17
億

５
０
０
０
万
円
で
、
そ
の

後
増
加
が
継
続
し
、
特
に

令
和
４
年
度
は
約
５
０
０

０
万
円
増
と
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
コ
ロ
ナ
前
の
令
和

元
年
度
を
基
に
上
昇
を
見

込
ん
で
い
る
。

上
水
道
は
８
０

０
人
の
増
だ
が
、

下
水
道
は
４
０
０
人
増
の

差
の
理
由
は
。

伸
び
率
は
上
水

道
・
下
水
道

別
々
に
計
算
し
た
の
で
、

４
０
０
の
差
が
出
て
い
る
。

今
後
調
整
し
な
が
ら
両
方

が
合
う
よ
う
な
形
の
見
込

み
を
出
し
て
い
き
た
い
。

委
員
会
で
の
質
疑

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

上水道

下水道

給水人口

年間総給水量

排水人口

年間総排水量

　　　令和5年度　　　

９０,２００人

８,２０９,０００㎥

９９,５００人

８,６６６,２００㎥

　　　  令和4年度　　　

８９,４００人

８,２２５,０００㎥

９９,１００人

８,９８１,３００㎥

①②⑤
⑦⑧⑨

①②③
④⑤⑥

処分場直下
水質調査

処分場直周辺
水質調査

毎 月

5、2月

内　容  時  期 箇   所

委員会年間テーマ報告

防
災
全
般
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
８
月
11
日
の

大
雨
時
の
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
調
査

　
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ

る
大
雨
だ
っ
た
。
避
難
所

開
設
し
８
時
間
３
交
代
運

営
。
避
難
所
の
視
察
を
行

い
、
簡
易
ベ
ッ
ド
や
、
感

染
対
策
の
状
況
の
確
認
を

行
っ
た
。

○
避
難
所
の
飲
料
水
や
生

活
用
水
の
確
保
の
調
査

　
備
蓄
と
し
て
約
２
千
リ

ッ
ト
ル
。
給
水
排
水
タ
ン

ク
等
１
万
３
千
リ
ッ
ト
ル

分
整
備
。
そ
の
他
、
協
定

も
結
び
調
達
可
能
。

　
今
後
、
井
戸
水
の
活
用

も
検
討
す
る
よ
う
に
提
言
。

○
避
難
所
に
関
す
る
協
定

　
地
域
防
災
協
定
５
箇
所
。

民
間
施
設
は
結
ん
で
い
な

い
。
各
行
政
区
が
結
ん
で

い
る
状
況
は
市
の
方
で
把

握
す
る
よ
う
に
提
言
。

○
自
主
避
難
所
開
設
と
運

営
に
つ
い
て
調
査

　
出
前
講
座
で
説
明
し
、

令
和
元
年
度
か
ら
、
３
年

で
、８
回
実
施
し
た
。マ
ニ

ュ
ア
ル
は
策
定
し
て
い
る

が
、
大
規
模
災
害
を
想
定
。

　
運
営
状
況
を
十
分
に
把

握
す
る
様
に
提
言
。

○
災
害
時
要
援
護
者
支
援

制
度
に
お
け
る
危
機

管
理
課
の
役
割
り

　
要
援
護
者
は
、
１
６
３

３
人
（
３
月
31
日
時
点
）

担
当
の
課
は
複
数
に
ま
た

が
る
の
で
、
各
課
連
携
に

加
え
て
、
検
証
の
取
り
ま

と
め
も
行
う
よ
う
に
提
言
。

○
自
主
避
難
所
の
点
検

　
調
査
の
結
果
、
自
治
公

民
館
82
箇
所
中
16
箇
所
が

避
難
所
と
し
て
使
用
で
き

な
い
状
況
。

　
身
近
な
公
民
館
が
使
用

で
き
な
い
の
は
問
題
で
、

地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
施
設
整
備
に
努
め
る
よ

う
に
提
言
。

総
務
市
民
常
任
委
員
会

待
機
児
童
と
I
C
T
教
育
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
４
月
１
日

１
３
７
人
（
２
４
１
１
人
）

●
令
和
４
年
４
月
１
日

31
人
（
２
４
３
３
人
）

◆
解
消
に
向
け
た
取
組
み

（
令
和
３
年
度
）

①
企
業
主
導
型
保
育
施
設

３
園
開
設
50
人
（
案
内
）

②
保
育
士
確
保
に
向
け
て

家
賃
補
助
を
開
始

③
私
立
幼
稚
園
１
園
で
２

歳
児
12
人
定
員

（
令
和
４
年
４
月
〜
）

④
原
田
保
育
園
増
築

30
人
増

⑤
い
き
い
き
保
育
園
新
設

定
員
１
５
０
人

（
令
和
５
年
４
月
〜
）

⑥
小
規
模
保
育
施
設
２
園

開
設
38
人

■
受
け
皿
確
保
２
８
０
人

分
増
加
⬇
申
込
数
は
令
和

２
年
と
比
較
し
令
和
５
年

４
月
の
希
望
者
は
２
２
３

人
増
加
。

※

更
な
る
受
け
皿
確
保
・

対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

●
令
和
３
年
度
、
コ
ロ
ナ

禍
や
不
登
校
児
童
生
徒
の

学
び
の
確
保
に
向
け
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
実
施
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
必
要
性
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
計
画
や
実
施
計

画
の
必
要
性
を
議
論
提

案
！

●
令
和
４
年
３
月
筑
紫
野

市
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

推
進
計
画
策
定
！

●
令
和
４
年
６
月
に
令
和

４
年
度
筑
紫
野
市
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
実
施
計
画
を

策
定
！
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は

２
名
の
予
算
計
上
だ
が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
担
当
指
導
主
事
１
名

の
み
。
コ
コ
が
課
題
！

●
令
和
５
年
３
月
末
校
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
完
了
。

※

不
登
校
児
童
生
徒
の
学

び
を
確
保
す
る
た
め
の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
は
、
新
年

度
に
向
け
重
点
を
置
い
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

改
め
て
周
知
し
た
い
と
の

答
弁
あ
り
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

待
機
児
童
数（
申
込
数
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

災
害
対
応
と
環
境
保
全
に
つ
い
て

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気

候
変
動
が
地
球
全
体
を
覆

っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
生

活
も
例
外
で
は
な
く
、
環

境
改
善
に
向
け
た
委
員
会

活
動
を
行
う
た
め
に
、
年

間
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
気
候
変
動
に
よ
る
、
将

来
予
測
は
左
の
図
の
よ
う

な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
対
す
る
気
候
変

動
対
策
と
し
て
、
原
因
を

減
ら
す
「
緩
和
」
と
影
響

に
備
え
る
「
適
応
」
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

「
緩
和
」
は
、
節
電
や
省

エ
ネ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
、
森
林
を
増

や
す
等
。
「
適
応
」
は
、

災
害
に
備
え
る
、
高
温
で

も
育
つ
農
作
物
の
開
発
と

栽
培
、
感
染
予
防
の
た
め

に
虫
刺
さ
れ
に
注
意
す
る

等
。
一
人
一
人
の
努
力
で

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

建
設
環
境
常
任
委
員
会

各常任委員会が定めた年間テーマについて、
調査・研究を行った結果をご報告します。

☞
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※文部科学省及び気象庁「日本の気候変動2020」より引用

建設環境常任委員会

水質調査箇所図

経
緯

概
要

令
和
５
年
度
筑
紫
野
市
上
下
水
道
事
業
会
計
予
算

水
質
調
査
等
の
結
果
に
つ
い
て
（
平
等
寺
地
区
）

令
和
５
年
度
の
利
用
者
数
と
収
支
の
見
通
し

所
管
事
務
報
告

　
平
等
寺
地
区
に
あ
る

「
㈱
産
興
」
の
産
業
廃
棄

物
処
分
場
で
平
成
11
年
10

月
、
硫
化
水
素
ガ
ス
が
発

生
し
、
作
業
員
三
人
の
死

亡
事
故
が
発
生
し
た
。
事

故
発
生
後
、
市
議
会
は
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
福

岡
県
に
対
し
要
望
活
動
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。
現
在

は
、
常
任
委
員
会
で
、
受

託
廃
棄
物
の
搬
出
状
況
や

周
辺
の
水
質
に
つ
い
て
、

市
民
の
安
全
を
第
一
に
調

査
や
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
市
の
水
質
調
査
で
は
、

地
図
①
で
、
全
マ
ン
ガ
ン

及
び
ウ
ラ
ン
が
令
和
４
年

12
月
に
お
い
て
、
要
監
視

項
目
の
指
針
値
を
超
え
る

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
マ
ン
ガ
ン
は
土

壌
中
に
多
く
含
ま
れ
、
処

分
場
の
内
部
が
嫌
気
的

（
酸
素
が
少
な
い
）
で
あ

る
な
ど
の
条
件
に
よ
り
、

浸
透
水
か
ら
検
出
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
１
月
か
ら
12

月
ま
で
の
１
年
間
に
お
け

る
受
託
廃
棄
物
の
搬
出
状

況
は
、
混
合
廃
棄
物
は
１

１
２
１
ト
ン
で
あ
り
、
廃

石
膏
、
廃
油
、
汚
泥
残
量

に
動
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

残
量
は
、
令
和
４
年
12
月

現
在
で
、
廃
塗
料
約
30
ト

ン
、
混
合
廃
棄
物
約
３
０

０
ト
ン
、
汚
泥
約
４
５
０

ト
ン
、
廃
石
膏
約
50
ト
ン
、

合
計
約
８
３
０
ト
ン
で
す
。

概
要

　
令
和
５
年
度
水
道
事
業

の
業
務
活
動
に
関
す
る
収

入
予
定
額
は
20
億
９
７
５

４
万
円
、
支
出
予
定
額
は

19
億
４
４
６
１
万
円
。
税

込
み
１
億
５
３
０
０
万
円

の
黒
字
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　
令
和
５
年
度
下
水
道
事

業
の
業
務
活
動
に
関
す
る

収
入
予
定
額
は
、
23
億
２

５
１
１
万
円
、
支
出
予
定

額
は
21
億
３
６
５
１
万
円
、

税
込
み
の
収
支
差
引
き
で

１
億
８
８
５
９
万
円
の
黒

字
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

給
水
人
口
８
０

０
人
増
に
対
す

る
、
巣
籠
り
に
よ
る
収
入

減
の
見
込
み
を
具
体
的
に

伺
い
た
い
。コ

ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
る
巣
籠

り
現
象
以
前
の
令
和
元
年

度
は
給
水
収
益
が
約
17
億

５
０
０
０
万
円
で
、
そ
の

後
増
加
が
継
続
し
、
特
に

令
和
４
年
度
は
約
５
０
０

０
万
円
増
と
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
コ
ロ
ナ
前
の
令
和

元
年
度
を
基
に
上
昇
を
見

込
ん
で
い
る
。

上
水
道
は
８
０

０
人
の
増
だ
が
、

下
水
道
は
４
０
０
人
増
の

差
の
理
由
は
。

伸
び
率
は
上
水

道
・
下
水
道

別
々
に
計
算
し
た
の
で
、

４
０
０
の
差
が
出
て
い
る
。

今
後
調
整
し
な
が
ら
両
方

が
合
う
よ
う
な
形
の
見
込

み
を
出
し
て
い
き
た
い
。

委
員
会
で
の
質
疑

議
員

執
行
部

議
員

執
行
部

上水道

下水道

給水人口

年間総給水量

排水人口

年間総排水量

　　　令和5年度　　　

９０,２００人

８,２０９,０００㎥

９９,５００人

８,６６６,２００㎥

　　　  令和4年度　　　

８９,４００人

８,２２５,０００㎥

９９,１００人

８,９８１,３００㎥

①②⑤
⑦⑧⑨

①②③
④⑤⑥

処分場直下
水質調査

処分場直周辺
水質調査

毎 月

5、2月

内　容  時  期 箇   所

委員会年間テーマ報告

防
災
全
般
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
８
月
11
日
の

大
雨
時
の
避
難
所
運
営

に
つ
い
て
調
査

　
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ

る
大
雨
だ
っ
た
。
避
難
所

開
設
し
８
時
間
３
交
代
運

営
。
避
難
所
の
視
察
を
行

い
、
簡
易
ベ
ッ
ド
や
、
感

染
対
策
の
状
況
の
確
認
を

行
っ
た
。

○
避
難
所
の
飲
料
水
や
生

活
用
水
の
確
保
の
調
査

　
備
蓄
と
し
て
約
２
千
リ

ッ
ト
ル
。
給
水
排
水
タ
ン

ク
等
１
万
３
千
リ
ッ
ト
ル

分
整
備
。
そ
の
他
、
協
定

も
結
び
調
達
可
能
。

　
今
後
、
井
戸
水
の
活
用

も
検
討
す
る
よ
う
に
提
言
。

○
避
難
所
に
関
す
る
協
定

　
地
域
防
災
協
定
５
箇
所
。

民
間
施
設
は
結
ん
で
い
な

い
。
各
行
政
区
が
結
ん
で

い
る
状
況
は
市
の
方
で
把

握
す
る
よ
う
に
提
言
。

○
自
主
避
難
所
開
設
と
運

営
に
つ
い
て
調
査

　
出
前
講
座
で
説
明
し
、

令
和
元
年
度
か
ら
、
３
年

で
、８
回
実
施
し
た
。マ
ニ

ュ
ア
ル
は
策
定
し
て
い
る

が
、
大
規
模
災
害
を
想
定
。

　
運
営
状
況
を
十
分
に
把

握
す
る
様
に
提
言
。

○
災
害
時
要
援
護
者
支
援

制
度
に
お
け
る
危
機

管
理
課
の
役
割
り

　
要
援
護
者
は
、
１
６
３

３
人
（
３
月
31
日
時
点
）

担
当
の
課
は
複
数
に
ま
た

が
る
の
で
、
各
課
連
携
に

加
え
て
、
検
証
の
取
り
ま

と
め
も
行
う
よ
う
に
提
言
。

○
自
主
避
難
所
の
点
検

　
調
査
の
結
果
、
自
治
公

民
館
82
箇
所
中
16
箇
所
が

避
難
所
と
し
て
使
用
で
き

な
い
状
況
。

　
身
近
な
公
民
館
が
使
用

で
き
な
い
の
は
問
題
で
、

地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
施
設
整
備
に
努
め
る
よ

う
に
提
言
。

総
務
市
民
常
任
委
員
会

待
機
児
童
と
I
C
T
教
育
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
４
月
１
日

１
３
７
人
（
２
４
１
１
人
）

●
令
和
４
年
４
月
１
日

31
人
（
２
４
３
３
人
）

◆
解
消
に
向
け
た
取
組
み

（
令
和
３
年
度
）

①
企
業
主
導
型
保
育
施
設

３
園
開
設
50
人
（
案
内
）

②
保
育
士
確
保
に
向
け
て

家
賃
補
助
を
開
始

③
私
立
幼
稚
園
１
園
で
２

歳
児
12
人
定
員

（
令
和
４
年
４
月
〜
）

④
原
田
保
育
園
増
築

30
人
増

⑤
い
き
い
き
保
育
園
新
設

定
員
１
５
０
人

（
令
和
５
年
４
月
〜
）

⑥
小
規
模
保
育
施
設
２
園

開
設
38
人

■
受
け
皿
確
保
２
８
０
人

分
増
加
⬇
申
込
数
は
令
和

２
年
と
比
較
し
令
和
５
年

４
月
の
希
望
者
は
２
２
３

人
増
加
。

※

更
な
る
受
け
皿
確
保
・

対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

●
令
和
３
年
度
、
コ
ロ
ナ

禍
や
不
登
校
児
童
生
徒
の

学
び
の
確
保
に
向
け
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
実
施
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
必
要
性
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
計
画
や
実
施
計

画
の
必
要
性
を
議
論
提

案
！

●
令
和
４
年
３
月
筑
紫
野

市
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

推
進
計
画
策
定
！

●
令
和
４
年
６
月
に
令
和

４
年
度
筑
紫
野
市
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
実
施
計
画
を

策
定
！
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は

２
名
の
予
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計
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が
Ｉ

Ｃ
Ｔ
担
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指
導
主
事
１
名

の
み
。
コ
コ
が
課
題
！

●
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和
５
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３
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末
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内
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ッ
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ク
強
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。

※
不
登
校
児
童
生
徒
の
学

び
を
確
保
す
る
た
め
の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
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は
、
新
年

度
に
向
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重
点
を
置
い
て
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り
組
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と
を

改
め
て
周
知
し
た
い
と
の

答
弁
あ
り
。

文
教
福
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任
委
員
会

待
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児
童
数（
申
込
数
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
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て
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。
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の
生
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テ
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。
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れ
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備
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応
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や
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エ
ネ
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エ
ネ
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。
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☞
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日 月 火 水 木 金 土
225/21 23 24 25 26 27

19 20 21 22 23 24

26 27 28 29 30 7/1

3

18

12 13 14 15 16 1711

5 6 7 8 9 104

29 30 31 6/1 2 328

25

2 4 5 6 7 8

※変更する場合があります。
・本会議は原則として午前１０時に開かれます。
・６月定例会の請願・陳情の受付は６月１日（木曜日）正午までです。

　
国
道
３
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
は
、
地
域
の
方
々
の
生

活
道
路
や
商
業
施
設
利
用
者
の
迂
回
路
と
し
て
、
ま
た
、

近
隣
の
学
校
へ
の
通
学
路
と
し
て
登
下
校
時
に
は
多
く
の

児
童
や
生
徒
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
交
通
量
が
多
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
幅
員
や
歩
道
幅
員
が
狭
く
、
以

前
か
ら
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、
緊
急
自

動
車
の
通
行
に
対
し
、
迅
速
な
人
命
救
助
や
火
災
対
応
な

ど
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
観
点
か
ら
、
不
幸
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
地

方
自
治
体
が
計
画
的
に
道
路
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
国
に
要
請
す
る
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

・国道３号バイパストンネルの道路整備等に関する請願
・地域経済活性化施策の充実・強化に関する請願

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問 一般質問 本会議最終日

本会議初日

臨時会

本会議代表質問

常任委員会 

予算審査
常任委員会 

予算審査
常任委員会 

予算審査
常任委員会 

予算審査
常任委員会 

常任委員会 常任委員会 常任委員会 

令和５年５月臨時会・６月定例会

議案の内容は、市の
ホームページをご覧下さい。

３月定例会 審議結果（２月２８日～３月１６日）　

条　　例 ・・・・

補正予算 ・・・・

専決処分・・・・

１４件

１０件

１件

予　　算・・・・

人事案件・・・・

（原案可決）

（原案可決）

（承認）

（原案可決）

（同意）

１２件

４件

請　　願・・・・ ２件（採択）

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員

　

森
山

　秀
明 

氏

北
橋
登
志
子 

氏

も
り
や
ま 

 
 
 
 

ひ
で
あ
き

き
た
は
し 

と 
 

し 
 

こ

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

米
永

　隆
司 

氏

中
島

　千
春 

氏

よ
ね
な
が
　
　 

た
か 

し

な
か
し
ま
　
　 

 

ち 

は
る

・筑紫野市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について
・筑紫野市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
・国道３号バイパストンネルの道路整備等を求める意見書について
・地域経済活性化施策の充実・強化を求める意見書について

発　　議・・・・ ４件（原案可決）

　議会運営委員会が、茨城県取手市議会へオンラインでの行政視察を行いました。
　視察内容はオンライン会議システムを活用した議会運営についてです。
　本会議や、委員会へオンラインでの出席、オンライン委員会開催への規則改正、タブレット表決シス
テムなどの説明を受け、その後、質疑の時間が設けられ、活発な意見交換の場となりました。
　今後の議会運営について改めて深く考える機会となりました。

1月24日（火） 「議会運営委員会オンライン行政視察」を行いました。

議会のタイムリーな情報をフェイスブックで
発信しています。内容の一部を紹介します。議会を見る 日記Facebook

国
道
３
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
の

　
道
路
整
備
等
を
求
め
る
意
見
書

２
件
の
請
願
を
採
択
・
意
見
書
を
可
決

概
要

「意見書」とは？
　意見書とは、議会の意思を意見
としてまとめた文書のことです。
　議会は関係機関に意見書を提出
して問題を解決するように要望し、
議会としての考えを表明すること
ができます。

地
域
経
済
活
性
化
施
策
の

　
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

概
要

　
昨
今
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
日
本
経
済
は
依
然

と
し
て
厳
し
さ
が
続
き
、
世
界
情
勢
の
変
化
に
よ
る
物
価

高
騰
な
ど
、
私
た
ち
市
民
生
活
へ
の
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
視
点
が
本
市

に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
地
場
産
業
や
地
域
経
済
の
隅
々

に
ま
で
及
ぶ
よ
う
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
諸
施

策
を
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
さ
を
打
開
す
る
た
め
、
地
場
産
業
関

連
予
算
の
増
額
を
図
り
な
が
ら
創
業
促
進
と
新
分
野
へ
の

進
出
支
援
な
ど
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
経
済
活
性
化
施
策
の
充
実
・
強
化
に
努
め

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
意
見
書
を
市
に
提
出
し
ま
し
た
。
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坂口 勝彦
（公明党）

筑紫野市政の
　ここが知りたい!!

一般
質問

角杯型土器（全長約16cm）
（詳細はウラ表紙に掲載しています。）

質 問 題 目   一 覧

3月定例会の一般質問では、市政について7人の議員が12題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

①８０５０問題について

①市政への市民の意見の反映について

■ 坂口　勝彦　議員
①二日市温泉「御前湯」について
②子育て支援について

■ 前田　倫宏　議員

①子育て支援について
②地域包括ケアシステムの充実について

■ 段下　季一郎　議員

①平井市長の選挙公約の実現に向けて
■ 田中　允　議員

①行政の効率化による市民サービスの
　向上について

■ 宮﨑　吉弘　議員

■ 西村　和子　議員

①水道スマートメーター導入について
②高齢者の移動手段について
③オンラインでの行政相談について
④アピアランスケア推進事業について

■ 山本　加奈子　議員

多
機
関
と
の
さ
ら
な
る

　
　
　
　
　
　情
報
共
有
と
連
携
を

重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
く

議
員
　
８
０
５
０
問
題
と

は
、
80
代
の
親
が
ひ
き
こ

も
っ
て
い
る
50
代
の
子
ど

も
の
生
活
を
支
え
る
構
図

を
指
す
。
現
状
を
放
置
す

れ
ば
事
態
が
さ
ら
に
深
刻

化
し
た
「
９
０
６
０
問

題
」
が
本
格
化
す
る
こ
と

が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
国
で
は
、
令
和
３

年
４
月
よ
り
「
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
」
が
施

行
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は

任
意
で
市
町
村
が
主
体
と

な
り
複
雑
化
し
た
支
援
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
た
め
に

「
属
性
を
問
わ
な
い
相
談

支
援
」
、
「
参
加
支
援
」
、

「
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

支
援
」
を
一
体
的
に
行
う

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
施
行
に
伴
う
本
市
の
対

応
は
。
ひ
き
こ
も
り
に
関

す
る
相
談
件
数
と
課
題
は
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
民
生

委
員
等
と
の
さ
ら
な
る
情

報
共
有
と
連
携
が
必
要
で

は
。

健
康
福
祉
部
長
　
令
和
４

年
か
ら
引
き
こ
も
り
対
策

関
連
事
業
の
一
環
と
し
て

「
就
労
準
備
支
援
事
業
」

を
開
始
し
、
現
在
９
件
の

相
談
を
受
け
て
い
る
が
、

「
ひ
き
こ
も
り
」
の
問
題

は
潜
在
化
し
や
す
く
、
支

援
に
結
び
つ
か
な
い
と
い

っ
た
課
題
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
関
係
各
課
の
参
加

に
よ
る
「
ひ
き
こ
も
り
対

策
連
絡
会
」
を
定
期
的
に

開
催
し
、
情
報
共
有
と
連

携
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
貧
困
、
子
育
て
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
等
、
地

域
の
方
々
が
抱
え
る
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
現
在

の
連
絡
体
制
に
お
け
る
支

援
対
象
を
拡
大
し
つ
つ
、

多
機
関
と
の
協
働
に
よ
り

重
層
的
支
援
体
制
の
整
備

を
図
っ
て
い
く
。

行
政
の
効
率
化
に
よ
る

　
　市
民
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
は

市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
く

議
員
　
地
域
公
共
交
通
の

充
実
に
向
け
て
、
市
民
の

意
見
を
ど
の
よ
う
な
手
法

で
伺
う
予
定
か
。

企
画
政
策
部
長
　
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
地
域
に

と
っ
て
望
ま
し
い
旅
客
運

送
サ
ー
ビ
ス
の
姿
を
明
ら

か
に
す
る
地
域
公
共
交
通

計
画
を
策
定
す
る
必
要
が

生
じ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
、
新
年
度
か
ら
計

画
策
定
作
業
に
着
手
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
数

や
収
支
等
の
デ
ー
タ
分
析

に
加
え
、
地
域
に
お
け
る

移
動
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

市
民
懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
通
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
市
長
が
市
政
に
関

す
る
市
民
の
意
見
を
伺
う

機
会
は
ど
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
市
民
の
意
見
を
幅

広
く
聞
き
、
良
い
も
の
、

生
か
せ
る
も
の
は
市
政
に

反
映
し
て
い
く
の
が
私
の

ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
私
だ

け
で
な
く
、
職
員
全
員

が
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
、
市
民
の
意
見
に
敏
感

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
対
面

で
語
ら
う
機
会
は
、
意
見

を
聞
く
上
で
大
変
重
要
で

あ
る
と
同
時
に
、
市
の
施

策
や
私
の
考
え
を
知
っ
て

い
た
だ
く
上
で
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
の
で
、
そ

の
取
組
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

市
政
へ
の
市
民
の
意
見
の
反
映
は

良
い
も
の
、生
か
せ
る
も
の
は

　
　
　
　
　
　
市
政
に
反
映
し
て
い
く

議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
取
得
活
用
に
よ
り

手
続
き
の
簡
素
化
が
進
む

こ
と
を
期
待
す
る
が
、
今

後
の
見
通
し
と
そ
れ
に
対

す
る
本
市
の
考
え
は
。

企
画
政
策
部
長
　
運
転
免

許
証
と
の
一
体
化
も
予
定

さ
れ
る
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
す
る

機
会
は
ま
す
ま
す
拡
大
す

る
も
の
と
見
込
ま
れ
、
幅

広
い
分
野
で
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
主

張
す
る
行
政
窓
口
で
の
住

民
の
「
書
か
な
い
窓
口
」

を
導
入
す
る
自
治
体
が
あ

る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

企
画
政
策
部
長
　
「
書
か

な
い
窓
口
」
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
夏
頃
を
目
途
に
、

デ
ジ
タ
ル
庁
が
書
か
な
い

窓
口
を
実
現
す
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
「
窓
口
Ｄ
Ｘ

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
」
を
リ
リ
ー
ス

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お

り
、
ま
ず
は
国
の
動
向
を

的
確
に
見
定
め
た
上
で
、

本
市
に
と
っ
て
最
適
な
手

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

議
員
　
自
治
体
の
D
X
に

つ
い
て
本
市
の
考
え
は
。

企
画
政
策
部
長
　
国
の
各

省
庁
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
規

制
の
点
検
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
今
後
２
年
以
内
を

め
ど
に
見
直
し
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
国
の
取
り
組

み
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本

市
に
お
い
て
も
、
可
能
な

も
の
か
ら
順
次
検
討
に
着

手
し
、
市
民
の
利
便
性
の

更
な
る
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

宮﨑 吉弘
（公明党）

西村 和子
（市民会議）

かく はい

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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坂口 勝彦
（公明党）

筑紫野市政の
　ここが知りたい!!

一般
質問

角杯型土器（全長約16cm）
（詳細はウラ表紙に掲載しています。）

質 問 題 目   一 覧

3月定例会の一般質問では、市政について7人の議員が12題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

①８０５０問題について

①市政への市民の意見の反映について

■ 坂口　勝彦　議員
①二日市温泉「御前湯」について
②子育て支援について

■ 前田　倫宏　議員

①子育て支援について
②地域包括ケアシステムの充実について

■ 段下　季一郎　議員

①平井市長の選挙公約の実現に向けて
■ 田中　允　議員

①行政の効率化による市民サービスの
　向上について

■ 宮﨑　吉弘　議員

■ 西村　和子　議員

①水道スマートメーター導入について
②高齢者の移動手段について
③オンラインでの行政相談について
④アピアランスケア推進事業について

■ 山本　加奈子　議員

多
機
関
と
の
さ
ら
な
る

　
　
　
　
　
　情
報
共
有
と
連
携
を

重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
く

議
員
　
８
０
５
０
問
題
と

は
、
80
代
の
親
が
ひ
き
こ

も
っ
て
い
る
50
代
の
子
ど

も
の
生
活
を
支
え
る
構
図

を
指
す
。
現
状
を
放
置
す

れ
ば
事
態
が
さ
ら
に
深
刻

化
し
た
「
９
０
６
０
問

題
」
が
本
格
化
す
る
こ
と

が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
国
で
は
、
令
和
３

年
４
月
よ
り
「
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
」
が
施

行
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は

任
意
で
市
町
村
が
主
体
と

な
り
複
雑
化
し
た
支
援
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
た
め
に

「
属
性
を
問
わ
な
い
相
談

支
援
」
、
「
参
加
支
援
」
、

「
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

支
援
」
を
一
体
的
に
行
う

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
施
行
に
伴
う
本
市
の
対

応
は
。
ひ
き
こ
も
り
に
関

す
る
相
談
件
数
と
課
題
は
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
民
生

委
員
等
と
の
さ
ら
な
る
情

報
共
有
と
連
携
が
必
要
で

は
。

健
康
福
祉
部
長
　
令
和
４

年
か
ら
引
き
こ
も
り
対
策

関
連
事
業
の
一
環
と
し
て

「
就
労
準
備
支
援
事
業
」

を
開
始
し
、
現
在
９
件
の

相
談
を
受
け
て
い
る
が
、

「
ひ
き
こ
も
り
」
の
問
題

は
潜
在
化
し
や
す
く
、
支

援
に
結
び
つ
か
な
い
と
い

っ
た
課
題
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
関
係
各
課
の
参
加

に
よ
る
「
ひ
き
こ
も
り
対

策
連
絡
会
」
を
定
期
的
に

開
催
し
、
情
報
共
有
と
連

携
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
貧
困
、
子
育
て
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
等
、
地

域
の
方
々
が
抱
え
る
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
現
在

の
連
絡
体
制
に
お
け
る
支

援
対
象
を
拡
大
し
つ
つ
、

多
機
関
と
の
協
働
に
よ
り

重
層
的
支
援
体
制
の
整
備

を
図
っ
て
い
く
。

行
政
の
効
率
化
に
よ
る

　
　市
民
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト
は

市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
く

議
員
　
地
域
公
共
交
通
の

充
実
に
向
け
て
、
市
民
の

意
見
を
ど
の
よ
う
な
手
法

で
伺
う
予
定
か
。

企
画
政
策
部
長
　
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
地
域
に

と
っ
て
望
ま
し
い
旅
客
運

送
サ
ー
ビ
ス
の
姿
を
明
ら

か
に
す
る
地
域
公
共
交
通

計
画
を
策
定
す
る
必
要
が

生
じ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
、
新
年
度
か
ら
計

画
策
定
作
業
に
着
手
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
利
用
者
数

や
収
支
等
の
デ
ー
タ
分
析

に
加
え
、
地
域
に
お
け
る

移
動
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

市
民
懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
通
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
市
長
が
市
政
に
関

す
る
市
民
の
意
見
を
伺
う

機
会
は
ど
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
る
か
。

市
長
　
市
民
の
意
見
を
幅

広
く
聞
き
、
良
い
も
の
、

生
か
せ
る
も
の
は
市
政
に

反
映
し
て
い
く
の
が
私
の

ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
私
だ

け
で
な
く
、
職
員
全
員

が
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
、
市
民
の
意
見
に
敏
感

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
対
面

で
語
ら
う
機
会
は
、
意
見

を
聞
く
上
で
大
変
重
要
で

あ
る
と
同
時
に
、
市
の
施

策
や
私
の
考
え
を
知
っ
て

い
た
だ
く
上
で
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
の
で
、
そ

の
取
組
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

市
政
へ
の
市
民
の
意
見
の
反
映
は

良
い
も
の
、生
か
せ
る
も
の
は

　
　
　
　
　
　
市
政
に
反
映
し
て
い
く

議
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
取
得
活
用
に
よ
り

手
続
き
の
簡
素
化
が
進
む

こ
と
を
期
待
す
る
が
、
今

後
の
見
通
し
と
そ
れ
に
対

す
る
本
市
の
考
え
は
。

企
画
政
策
部
長
　
運
転
免

許
証
と
の
一
体
化
も
予
定

さ
れ
る
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
す
る

機
会
は
ま
す
ま
す
拡
大
す

る
も
の
と
見
込
ま
れ
、
幅

広
い
分
野
で
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
主

張
す
る
行
政
窓
口
で
の
住

民
の
「
書
か
な
い
窓
口
」

を
導
入
す
る
自
治
体
が
あ

る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

企
画
政
策
部
長
　
「
書
か

な
い
窓
口
」
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
夏
頃
を
目
途
に
、

デ
ジ
タ
ル
庁
が
書
か
な
い

窓
口
を
実
現
す
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
「
窓
口
Ｄ
Ｘ

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
」
を
リ
リ
ー
ス

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お

り
、
ま
ず
は
国
の
動
向
を

的
確
に
見
定
め
た
上
で
、

本
市
に
と
っ
て
最
適
な
手

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

議
員
　
自
治
体
の
D
X
に

つ
い
て
本
市
の
考
え
は
。

企
画
政
策
部
長
　
国
の
各

省
庁
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
規

制
の
点
検
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
今
後
２
年
以
内
を

め
ど
に
見
直
し
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
国
の
取
り
組

み
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
本

市
に
お
い
て
も
、
可
能
な

も
の
か
ら
順
次
検
討
に
着

手
し
、
市
民
の
利
便
性
の

更
な
る
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

宮﨑 吉弘
（公明党）

西村 和子
（市民会議）

かく はい

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議会だより筑紫野 筑紫野9 8令和５年５月１日 200号　議会だより



前田 倫宏
（－）

段下 季一郎
（市民会議）

田中　允
（－）

議
員
　
各
自
治
体
で
は
、

第
二
子
以
降
の
保
育
料
や

給
食
費
の
無
償
化
、
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の

無
償
化
、
お
む
つ
や
ミ
ル

ク
の
支
給
な
ど
、
経
済
的

負
担
軽
減
と
な
る
子
育
て

支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

本
市
に
は
こ
の
よ
う
な
支

援
は
な
い
。
市
民
の
方
々

か
ら
も
同
様
の
支
援
を
望

む
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
軽
減
と
な
る
支

援
策
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
と
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
子
ど
も

を
安
心
し
て
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
施
策
の
拡
大
に
努

め
て
い
く
。

議
員
　
現
状
、
本
市
の
整

備
量
で
は
保
育
を
必
要
と

す
る
受
け
入
れ
人
数
が
不

足
し
て
い
る
と
考
え
る
。

年
度
末
ま
で
の
待
機
児
童

数
を
正
確
に
把
握
し
、
そ

れ
に
応
じ
た
保
育
の
受
け

皿
と
な
る
整
備
量
が
必
要

で
あ
る
。
待
機
児
童
の
完

全
解
消
に
向
け
た
、
保
育

所
整
備
計
画
の
策
定
と
新

た
な
受
け
皿
整
備
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
受
け
皿

の
拡
大
を
含
め
、
入
所
状

況
や
社
会
情
勢
の
変
化
等

を
踏
ま
え
、
整
備
計
画
を

検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
待
機
児
童
を
解
消

す
る
に
は
、
保
育
の
受
け

皿
確
保
と
保
育
の
担
い
手

と
な
る
保
育
士
の
確
保
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
更

な
る
保
育
士
の
確
保
や
処

遇
改
善
の
取
組
が
必
要
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
保
育
士

の
雇
用
に
つ
な
が
る
よ
う

な
施
策
を
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
、
国
が
実
施
す
る

処
遇
改
善
の
取
組
を
確
実

に
実
施
し
て
い
く
。

二
日
市
温
泉
「
御
前

湯
」
の
利
用
促
進
を

議
員
　
本
市
の
事
業
で

「
御
前
湯
高
齢
者
入
場
料

一
部
負
担
事
業
」
が
あ
る
。

こ
の
利
用
者
は
、
予
め
市

役
所
窓
口
で
「
御
前
湯
利

用
証
」
の
発
行
手
続
き
を

行
う
必
要
が
あ
る
が
、
手

続
き
の
簡
略
化
に
よ
る
利

用
促
進
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
。
国
が
進
め
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運

転
免
許
証
な
ど
の
提
示
に

よ
る
利
用
も
可
能
と
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
引
き
続

き
、
関
係
機
関
等
と
協
議

を
行
っ
て
い
く
。

水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー

議
員
　
使
用
量
が
「
見
え

る
化
」
で
き
節
水
や
高
齢

者
見
守
り
支
援
も
可
能
な

水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

の
導
入
を
。

環
境
経
済
部
長
　
誤
検
針

の
防
止
や
検
針
作
業
の
軽

減
等
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
繋
が
り
様
々
な

効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
複
数
の
事
業
体
が
導

入
を
検
討
し
て
い
る
。
導

入
経
費
が
高
額
な
ど
問
題

が
あ
る
が
、
今
後
導
入
経

費
の
低
減
な
ど
問
題
解
決

も
期
待
さ
れ
る
。
近
隣
自

治
体
の
動
向
を
含
め
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
く
。

高
齢
者
の
移
動
手
段

議
員
　
交
通
空
白
・
不
便

地
域
の
方
等
か
ら
病
院
や

市
役
所
等
行
く
の
も
大
変

で
タ
ク
シ
ー
も
少
な
く
困

る
と
の
声
が
後
を
絶
た
な

い
。
地
域
公
共
交
通
網
の

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。
ま
た
運
転

免
許
証
を
返
納
し
た
方
だ

け
で
な
く
、
70
歳
以
上
の

方
等
を
対
象
に
毎
年
継
続

的
に
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
法
改
正

に
伴
い
、
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
計
画
は
地

域
の
移
動
ニ
ー
ズ
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
地
域
の
多
様

な
輸
送
資
源
を
最
大
限
活

用
す
る
と
共
に
必
要
に
応

じ
て
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
等
の
技
術

の
活
用
も
検
討
す
る
等
地

域
公
共
交
通
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
位
置
付
け
ら
れ

る
。
新
年
度
か
ら
計
画
策

定
作
業
に
着
手
す
る
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
移
動
手
段
助

成
は
、
高
齢
者
運
転
免
許

返
納
等
支
援
事
業
の
開
始

か
ら
間
が
な
い
の
で
周
知

と
定
着
に
努
め
、
他
市
の

事
例
を
含
め
幅
広
く
調
査

研
究
を
継
続
す
る
。

議
員
　
移
動
ニ
ー
ズ
把
握

の
懇
談
会
に
参
加
出
来
な

い
声
な
き
声
は
ど
の
よ
う

に
吸
い
上
げ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
健
康
福

祉
部
会
の
皆
さ
ん
に
懇
談

会
の
参
加
を
依
頼
す
る
等

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連

携
し
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
相
談

議
員
　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
と
市
役
所
、
障

が
い
者
や
妊
娠
出
産
後
の

方
等
、
ご
自
宅
と
市
役
所

を
繋
ぎ
相
談
体
制
整
備
が

出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
窓
口
混

雑
時
の
対
応
や
相
談
支
援

を
行
う
人
員
配
置
な
ど
課

題
が
あ
る
。
調
査
研
究
を

重
ね
最
適
な
手
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

が
ん
患
者
等
へ
の

「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
推
進
事
業
」
実
施
を

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
補
正
具
等
の

　
　
　
　
　
　
　
購
入
費
助
成
を
検
討

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

　
　
　
　
　
　と
な
る
支
援
策
を
！

さ
ら
な
る
施
策
の
拡
大
に
努
め
て
い
く

議
員
　
子
育
て
支
援
で
全

国
的
に
有
名
な
兵
庫
県
明

石
市
で
は
、
「
５
つ
の
無

料
化
」
を
実
行
し
て
い
る
。

お
む
つ
定
期
便
を
実
行
す

る
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
　
　
市
で
同

様
の
事
業
を
月
額
１
５
０

０
円
相
当
の
現
物
給
付
で

行
っ
た
場
合
、
お
む
つ
代

を
含
め
た
委
託
料
の
み
で

年
額
約
２
７
０
０
万
円
の

費
用
を
要
す
る
。
既
存
事

業
の
拡
充
や
利
用
し
や
す

い
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
検
討
、

関
係
機
関
や
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
と
の
協
働
に
努

め
、
乳
児
期
の
親
子
の
支

援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
。

議
員
　
18
歳
ま
で
子
ど
も

医
療
費
を
完
全
無
償
化
す

べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
　
　
18
歳
ま

で
を
完
全
無
償
化
し
た
場

合
、
年
間
約
１
億
５
千
万

円
の
予
算
が
生
じ
る
と
推

計
し
て
お
り
、
慎
重
に
検

討
が
必
要
。
制
度
拡
充
は
、

近
隣
市
の
動
向
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
国
・
県
に

対
し
て
自
治
体
間
で
の
格

差
の
な
い
新
た
な
医
療
費

助
成
制
度
の
創
設
を
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。

議
員
　
子
ど
も
の
貧
困
対

策
に
関
す
る
大
綱
で
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
き
、
学
習
支
援
等
を

行
う
と
あ
る
。
実
施
す
べ

き
で
は
。

健
康
福
祉
部
　
　
先
進
地

の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

本
市
に
お
け
る
学
習
支
援

の
現
状
に
あ
っ
た
支
援
が

行
え
る
よ
う
、
関
係
各
課

と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
充
実
に
つ
い
て

議
員
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
を
担
う
役

割
と
し
て
、
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
生
活
支
援
・
介
護

予
防
の
体
制
整
備
推
進
を

目
的
と
し
、
生
活
支
援
及

び
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
の
構
築
に
向
け

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

を
果
た
す
も
の
で
す
。

　
現
状
、
市
は
社
協
に
委

託
す
る
形
で
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１
人

配
置
し
て
い
る
が
、
人
が

足
り
な
い
状
況
。
筑
紫
南

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
た
す

け
愛
・
み
な
み
と
い
う
高

齢
者
の
日
常
生
活
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
市
全
域

に
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
増
員
す
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
　
　
今
後
、

地
域
で
の
支
え
合
い
を
推

進
す
る
た
め
に
、
担
い
手

育
成
と
、
高
齢
者
の
生
活

支
援
に
つ
い
て
ニ
ー
ズ
の

把
握
を
行
う
予
定
に
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
数
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
を

　
　
　
　
　
　
　実
施
す
べ
き
で
は

現
状
に
あ
っ
た
支
援
が
行
え
る
よ
う
関
係

各
課
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

山本 加奈子
（公明党）

議
員
　
市
長
が
重
要
だ
と

考
え
る
、
三
大
課
題
は
な

に
か
。
ま
た
、
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

市
長
　
少
子
化
、
次
世
代

育
成
の
た
め
の
子
ど
も
・

教
育
・
人
材
育
成
の
取
組
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
、

豊
か
な
心
を
育
む
自
然
環

境
を
次
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
の
環
境
施
策
、
そ

し
て
、
体
力
の
向
上
や
健

康
増
進
、
仲
間
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
な
ど

様
々
な
役
割
を
担
う
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
振
興
と
い
う
３
つ
の

施
策
で
あ
る
。
こ
れ
に
留

ま
ら
ず
、
商
工
業
、
観
光
、

農
林
業
の
振
興
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
福
祉

施
策
の
充
実
、
文
化
・
芸

術
の
振
興
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
施
策
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
ち
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

推
進
す
る
た
め
、
市
長
就

任
後
、
関
係
職
員
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
資
料
の
精
査

等
を
開
始
し
、
現
状
把
握

と
課
題
分
析
を
進
め
て
い

る
。
こ
の
分
析
結
果
を
踏

ま
え
、
進
む
べ
き
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
検
討
し
、
可
能

な
も
の
は
、
新
年
度
か
ら

事
業
の
推
進
、
改
善
に
着

手
し
、
予
算
を
伴
う
も
の

は
、
６
月
定
例
会
に
本
予

算
案
と
し
て
提
案
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
は
総
合
計

画
を
策
定
す
る
年
と
な
る

た
め
、
長
期
的
な
展
開
が

必
要
な
施
策
は
、
次
期
総

合
計
画
に
位
置
付
け
、
議

員
の
皆
様
の
ご
意
見
も
賜

り
な
が
ら
実
現
に
向
け
た

方
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
。

公
約
の
中
で
重
要
だ
と
考
え
る
、

　
　
　
　
　
　三
大
課
題
は
な
に
か

子
ど
も・教
育・人
材
育
成
の
取
組
、環
境
施
策
、

ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
で
あ
る

会議録の検索はこちらから
（３月定例会の一般質問は、６月上旬以降に検索できます）

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
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福
祉
部
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

環
境
経
済
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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前田 倫宏
（－）

段下 季一郎
（市民会議）

田中　允
（－）

議
員
　
各
自
治
体
で
は
、

第
二
子
以
降
の
保
育
料
や

給
食
費
の
無
償
化
、
18
歳

ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の

無
償
化
、
お
む
つ
や
ミ
ル

ク
の
支
給
な
ど
、
経
済
的

負
担
軽
減
と
な
る
子
育
て

支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

本
市
に
は
こ
の
よ
う
な
支

援
は
な
い
。
市
民
の
方
々

か
ら
も
同
様
の
支
援
を
望

む
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
軽
減
と
な
る
支

援
策
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
と
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
子
ど
も

を
安
心
し
て
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
施
策
の
拡
大
に
努

め
て
い
く
。

議
員
　
現
状
、
本
市
の
整

備
量
で
は
保
育
を
必
要
と

す
る
受
け
入
れ
人
数
が
不

足
し
て
い
る
と
考
え
る
。

年
度
末
ま
で
の
待
機
児
童

数
を
正
確
に
把
握
し
、
そ

れ
に
応
じ
た
保
育
の
受
け

皿
と
な
る
整
備
量
が
必
要

で
あ
る
。
待
機
児
童
の
完

全
解
消
に
向
け
た
、
保
育

所
整
備
計
画
の
策
定
と
新

た
な
受
け
皿
整
備
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
受
け
皿

の
拡
大
を
含
め
、
入
所
状

況
や
社
会
情
勢
の
変
化
等

を
踏
ま
え
、
整
備
計
画
を

検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
待
機
児
童
を
解
消

す
る
に
は
、
保
育
の
受
け

皿
確
保
と
保
育
の
担
い
手

と
な
る
保
育
士
の
確
保
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
更

な
る
保
育
士
の
確
保
や
処

遇
改
善
の
取
組
が
必
要
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
保
育
士

の
雇
用
に
つ
な
が
る
よ
う

な
施
策
を
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
、
国
が
実
施
す
る

処
遇
改
善
の
取
組
を
確
実

に
実
施
し
て
い
く
。

二
日
市
温
泉
「
御
前

湯
」
の
利
用
促
進
を

議
員
　
本
市
の
事
業
で

「
御
前
湯
高
齢
者
入
場
料

一
部
負
担
事
業
」
が
あ
る
。

こ
の
利
用
者
は
、
予
め
市

役
所
窓
口
で
「
御
前
湯
利

用
証
」
の
発
行
手
続
き
を

行
う
必
要
が
あ
る
が
、
手

続
き
の
簡
略
化
に
よ
る
利

用
促
進
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
。
国
が
進
め
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運

転
免
許
証
な
ど
の
提
示
に

よ
る
利
用
も
可
能
と
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
引
き
続

き
、
関
係
機
関
等
と
協
議

を
行
っ
て
い
く
。

水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー

議
員
　
使
用
量
が
「
見
え

る
化
」
で
き
節
水
や
高
齢

者
見
守
り
支
援
も
可
能
な

水
道
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

の
導
入
を
。

環
境
経
済
部
長
　
誤
検
針

の
防
止
や
検
針
作
業
の
軽

減
等
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
繋
が
り
様
々
な

効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
複
数
の
事
業
体
が
導

入
を
検
討
し
て
い
る
。
導

入
経
費
が
高
額
な
ど
問
題

が
あ
る
が
、
今
後
導
入
経

費
の
低
減
な
ど
問
題
解
決

も
期
待
さ
れ
る
。
近
隣
自

治
体
の
動
向
を
含
め
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
く
。

高
齢
者
の
移
動
手
段

議
員
　
交
通
空
白
・
不
便

地
域
の
方
等
か
ら
病
院
や

市
役
所
等
行
く
の
も
大
変

で
タ
ク
シ
ー
も
少
な
く
困

る
と
の
声
が
後
を
絶
た
な

い
。
地
域
公
共
交
通
網
の

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。
ま
た
運
転

免
許
証
を
返
納
し
た
方
だ

け
で
な
く
、
70
歳
以
上
の

方
等
を
対
象
に
毎
年
継
続

的
に
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
法
改
正

に
伴
い
、
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
計
画
は
地

域
の
移
動
ニ
ー
ズ
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
地
域
の
多
様

な
輸
送
資
源
を
最
大
限
活

用
す
る
と
共
に
必
要
に
応

じ
て
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
等
の
技
術

の
活
用
も
検
討
す
る
等
地

域
公
共
交
通
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
位
置
付
け
ら
れ

る
。
新
年
度
か
ら
計
画
策

定
作
業
に
着
手
す
る
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
移
動
手
段
助

成
は
、
高
齢
者
運
転
免
許

返
納
等
支
援
事
業
の
開
始

か
ら
間
が
な
い
の
で
周
知

と
定
着
に
努
め
、
他
市
の

事
例
を
含
め
幅
広
く
調
査

研
究
を
継
続
す
る
。

議
員
　
移
動
ニ
ー
ズ
把
握

の
懇
談
会
に
参
加
出
来
な

い
声
な
き
声
は
ど
の
よ
う

に
吸
い
上
げ
る
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
健
康
福

祉
部
会
の
皆
さ
ん
に
懇
談

会
の
参
加
を
依
頼
す
る
等

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連

携
し
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
相
談

議
員
　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
と
市
役
所
、
障

が
い
者
や
妊
娠
出
産
後
の

方
等
、
ご
自
宅
と
市
役
所

を
繋
ぎ
相
談
体
制
整
備
が

出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
窓
口
混

雑
時
の
対
応
や
相
談
支
援

を
行
う
人
員
配
置
な
ど
課

題
が
あ
る
。
調
査
研
究
を

重
ね
最
適
な
手
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

が
ん
患
者
等
へ
の

「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
推
進
事
業
」
実
施
を

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
補
正
具
等
の

　
　
　
　
　
　
　
購
入
費
助
成
を
検
討

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

　
　
　
　
　
　と
な
る
支
援
策
を
！

さ
ら
な
る
施
策
の
拡
大
に
努
め
て
い
く

議
員
　
子
育
て
支
援
で
全

国
的
に
有
名
な
兵
庫
県
明

石
市
で
は
、
「
５
つ
の
無

料
化
」
を
実
行
し
て
い
る
。

お
む
つ
定
期
便
を
実
行
す

る
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
　
　
市
で
同

様
の
事
業
を
月
額
１
５
０

０
円
相
当
の
現
物
給
付
で

行
っ
た
場
合
、
お
む
つ
代

を
含
め
た
委
託
料
の
み
で

年
額
約
２
７
０
０
万
円
の

費
用
を
要
す
る
。
既
存
事

業
の
拡
充
や
利
用
し
や
す

い
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
検
討
、

関
係
機
関
や
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
と
の
協
働
に
努

め
、
乳
児
期
の
親
子
の
支

援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
。

議
員
　
18
歳
ま
で
子
ど
も

医
療
費
を
完
全
無
償
化
す

べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
　
　
18
歳
ま

で
を
完
全
無
償
化
し
た
場

合
、
年
間
約
１
億
５
千
万

円
の
予
算
が
生
じ
る
と
推

計
し
て
お
り
、
慎
重
に
検

討
が
必
要
。
制
度
拡
充
は
、

近
隣
市
の
動
向
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
国
・
県
に

対
し
て
自
治
体
間
で
の
格

差
の
な
い
新
た
な
医
療
費

助
成
制
度
の
創
設
を
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。

議
員
　
子
ど
も
の
貧
困
対

策
に
関
す
る
大
綱
で
、
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
き
、
学
習
支
援
等
を

行
う
と
あ
る
。
実
施
す
べ

き
で
は
。

健
康
福
祉
部
　
　
先
進
地

の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

本
市
に
お
け
る
学
習
支
援

の
現
状
に
あ
っ
た
支
援
が

行
え
る
よ
う
、
関
係
各
課

と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
充
実
に
つ
い
て

議
員
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
推
進
を
担
う
役

割
と
し
て
、
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
生
活
支
援
・
介
護

予
防
の
体
制
整
備
推
進
を

目
的
と
し
、
生
活
支
援
及

び
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
の
構
築
に
向
け

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

を
果
た
す
も
の
で
す
。

　
現
状
、
市
は
社
協
に
委

託
す
る
形
で
生
活
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１
人

配
置
し
て
い
る
が
、
人
が

足
り
な
い
状
況
。
筑
紫
南

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
た
す

け
愛
・
み
な
み
と
い
う
高

齢
者
の
日
常
生
活
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
市
全
域

に
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
増
員
す
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
　
　
今
後
、

地
域
で
の
支
え
合
い
を
推

進
す
る
た
め
に
、
担
い
手

育
成
と
、
高
齢
者
の
生
活

支
援
に
つ
い
て
ニ
ー
ズ
の

把
握
を
行
う
予
定
に
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
数
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
を

　
　
　
　
　
　
　実
施
す
べ
き
で
は

現
状
に
あ
っ
た
支
援
が
行
え
る
よ
う
関
係

各
課
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く

山本 加奈子
（公明党）

議
員
　
市
長
が
重
要
だ
と

考
え
る
、
三
大
課
題
は
な

に
か
。
ま
た
、
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
は
。

市
長
　
少
子
化
、
次
世
代

育
成
の
た
め
の
子
ど
も
・

教
育
・
人
材
育
成
の
取
組
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
、

豊
か
な
心
を
育
む
自
然
環

境
を
次
の
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
の
環
境
施
策
、
そ

し
て
、
体
力
の
向
上
や
健

康
増
進
、
仲
間
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
な
ど

様
々
な
役
割
を
担
う
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
振
興
と
い
う
３
つ
の

施
策
で
あ
る
。
こ
れ
に
留

ま
ら
ず
、
商
工
業
、
観
光
、

農
林
業
の
振
興
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
福
祉

施
策
の
充
実
、
文
化
・
芸

術
の
振
興
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
施
策
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
ち
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

推
進
す
る
た
め
、
市
長
就

任
後
、
関
係
職
員
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
資
料
の
精
査

等
を
開
始
し
、
現
状
把
握

と
課
題
分
析
を
進
め
て
い

る
。
こ
の
分
析
結
果
を
踏

ま
え
、
進
む
べ
き
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
検
討
し
、
可
能

な
も
の
は
、
新
年
度
か
ら

事
業
の
推
進
、
改
善
に
着

手
し
、
予
算
を
伴
う
も
の

は
、
６
月
定
例
会
に
本
予

算
案
と
し
て
提
案
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
は
総
合
計

画
を
策
定
す
る
年
と
な
る

た
め
、
長
期
的
な
展
開
が

必
要
な
施
策
は
、
次
期
総

合
計
画
に
位
置
付
け
、
議

員
の
皆
様
の
ご
意
見
も
賜

り
な
が
ら
実
現
に
向
け
た

方
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
。

公
約
の
中
で
重
要
だ
と
考
え
る
、

　
　
　
　
　
　三
大
課
題
は
な
に
か

子
ど
も・教
育・人
材
育
成
の
取
組
、環
境
施
策
、

ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
で
あ
る

会議録の検索はこちらから
（３月定例会の一般質問は、６月上旬以降に検索できます）
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３月定例会の各常任委員会会議録は６月上旬に筑紫野市議会ホームページにて公開予定です。

　コロナ禍で傍聴も少し制限があることから、少しで 
も多くの情報をお伝えしたいと、文字数が少し増えて 
きていました。読みにくいかなと心配していましたが 
委員会情報が詳しくなってきましたね…と市民の方か
ら感想を頂いてホッとしています。議事録のQRコード
をつけるなど、さらに情報量を増やせるよう工夫しよう
と思っています。次号は新メンバーで！　お楽しみに。

（辻本）

編集後記

●３月定例会委員会報告
●意見書提出

・・2
・・・・・・・6

●委員会年間テーマ報告
●一般質問

・・5
・・・・・・・8
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森林ボランティアに参加しました。

角杯型土器…8ページ解説

　３月５日（日曜日）平等寺の野鳥の森で、「ちくし
の森林ボランティアの会」によるボランティア活動が
行われ、クヌギの木約600本を植樹しました。
　筑紫野市では、水を育む森林の大切さを幅広く知っ
てもらうことを目的として、平成14年度から、ちくし
の森林ボランティアの会を発足し、市有林の下草刈り、
伐採、枝打ちなどの手入れを行う活動をしています。
　当日は素晴らしい天気で、春を感じる暖かな植樹日
和となり皆さんと楽しく活動ができました。

かくは い

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。

筑紫野市議会

　角杯とは、西アジアや北アジアの遊牧民が使用した獣角で作られていた飲用の杯に起源を持
っているもので、それを模して陶器や青銅器・銀器などで作られるようになりました。
　日本における角杯の出土例は、九州北部から山陰・山陽・近畿・東海・北陸にかけてみられ
ますが、とても希少なものであり、朝鮮半島の影響を受けた文化や儀礼が筑紫野にも伝わって
いたことを示しています。
　写真の角杯は、隈・西小田地区遺跡群（現在の光が丘付近）から出土したもので、須恵器
で作られた古墳時代のものです。


